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第9回　色彩基礎セミナー 「色覚とカ ラ ー デザイ ン 」

　Eヨ本色彩学会関西支 部主催 の 「色 彩基礎セ ミ ナ ー」

は、例年好評の内に平成 16年度 で 第 9回を数え、欠か

せな い 支部定例行事とな っ て い る 。 当年度の色彩基礎

セミナ
ー

は 、平成 ］7 年 3月 4 日 〔金）大 阪市立大学文

化交流セ ン タ
ー

で 、「色寛 とカ ラ
ー

デザ イ ン」をテ ーマ

に開催 した。

　第一線で ご活躍 中の講師陣を迎え、東は神 奈川 県 か

ら西 は福岡県 まで計 47 名の参加者 があ り、非 常に盛

況 ・好評 の 内 に 終 了 す る こ と が で き た 。

1）テーマ 設定の趣旨

　色 寛 に 何 らか の 先天 的障害を も つ 人 は 、日本人 で は

およそ20 人に 1人の割合 〔男性約 5％ 、女性約02 ％）

と 言 われ て お り、また、高齢化社会 の 進行で 色覚面 で

の不便 を余 儀な くさ れ て い る 高齢者の 増加も 無視で

きな い 。色 覚の 問題 は極め て 身近な 問題 で あ る にも

関 わ らず、社会の中では潜在化 して しまいがちな倶1」面

があるため、カラ
ー

デザイ ン 面 で こ れらの 人たち へ の

配慮が無意識的 に 不足 して い る場合がある 。 色覚のメ

力 ニ ズ ム と色覚に纏わ る問題点の 実態を理解 し、どの

よ うに対処すれ ばよ い かを学ぶ こ とは、今後の カ ラ ー

デザ イナーに とっ て は重要な基礎知識となる と考 え

られ、こ の テー
マ を設足 し た次第である。

2）講演要旨

第 1セ ッ シ ョ ン

「色覚の仕組み と色覚障害」

　　 （九州大学大学院 芸術工 学研 究院　須長正治氏）

　 ヒ トが色を認識す る 仕組み と して L網膜上 に結像さ

れ た外界 か らの 光 が視細 胞 （L 、M 、　 S錐体 ）を朿1」激 し、

電気信号 に変換された朿1」激が脳に伝え られ、それぞれ

の刺激量 の 比によ っ て 色が認識され る メ 力ニ ズ ム が

判 り 易 く 解説 さ れ た 。

　先天 的色覚障害は錐体 に原因があ り、錐体の種類や

障害の 度 合 い に よ り 見分 け る こ と が で き な い 色の 組

み合わぜと程度が異な り、色寛障害の タイプが分類さ

れ る 。 色寛障害者の色 の見え方 は原理的に立証 で ぎ
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な い が 、色弁別能は測定可能で 、こ れ を用 い て 色覚 シ

ミ ュ レー
シ ョ ン も可能 で あ る 。

実際の カラ
ー

デザイ ン を行うに当 っ て は、混同色線を

理解 し、色覚シ ミ ュ レーシ ョ ン を活用 し、色彩 に 加 え

て 他の情報 伝達手段 を併用する こ とが有効 で ある と

の提言があ っ た ．また 、c1E1931xy 色度図上 の 混 同

色線 を 、デ ザ イ ナーに 馴染 み の あ る マ ン セ ル 等 の 表色

系へ 変換する ソ フ トも紹介された n

第 2セ ッ シ ョ ン

「高齢者の居住環境 と色彩」

　　　　　　　　 （摂南大学 建築学科　田中直人氏）

　環墳デザイ ン におい て 、色とどの ように付ぎ合 っ て

い く か は 、人間生活と 密接 な関わ りがあ り、非常 に根

の 深 い 問題 で あ る．環境 デザイ ン は、老若 男 女、各 椌

障害 者や外国人 等々の区別無 く、全 て の 人 へ の 「幅広

い対応」が望ま し く、所謂 ユ ニ バー
サ ル テザイ ン が求

め られ て い るが、そ の 一部として 、高齢者にも優 しい

色彩環墳が重要な要素と して 位置付け られ る 、「

　わ か り やす い デ ザ イ ン を志向す る こ と は 当然 と して 、

そ れ に 留 まる こ となく環境全体としても っ と美 しく心

を癒 す調和のとれ たものに していくこ とが必要で ある。

　サ イ ン 環境や色彩デザ イ ン と して の 原貝1」は 、  わ か

りやすさ、  幅広 い対応、  安 全隣、  親 しみ やすさ、

  美 しい こと、で あ る こ とが 、デザイ ン 先進 諸国 で の

環境色 彩デザイ ン の数多 くの 実例写真の 紹介を交 え

なが ら、講師の個性溢れる語り □ により説明された 。

　 高 齢者に優 しい 色彩環境デ ザイ ン をと い う演題趣

旨をベ ー
スに、ユ ニ バ

ー
サルデザ イ ン とはどうある べ

きかを強く訴え か け る も の で あ っ た。

第 3セ ッ シ ョ ン

「カ ラーデザ イ ン へ の 色覚配慮の 実際」

　　　　　 （株式会社文化総合研究所　橋本知子氏）

　 カ ラ
ー

デザイ ン の場 において、「伝えたい情報一ある

いは 「伝 えな ければな らな い 情報」に対 して
．
色 や色名

だけ で は伝わ らない 場合1がある。複雑に入 り組んだ
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